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第 2章 自然科学分析

12 栗林・箱清水式土器の成分胎土分析

第四紀地質研究所  井上 巌

(1)試料

分析に供した試料は第24表胎土性状表に示す通 りである。

X線回折試験に供する遺物試料は洗浄し、乾燥した後に、メノウ乳鉢にて粉砕し、粉末試料 として実験

に供した。

化学分析は土器をダイアモンドカッターで小片に切断し、表面を洗浄し、乾燥後、試料表面をコーティ

ングしないで、直接電子顕微鏡の鏡筒内に挿入し、分析した。

(2)分析方法

①X線回折試験

土器胎土に含まれる粘土鉱物及び造岩鉱物の同定はX線回折試験によった。測定には日本電子製 JDX―

8020X線回折装置を用い、次の実験条件で実験した。

Target:Cu,Filter:Ni,Voltage:40kV,Current:30mA,ス テップ角度 :0。 02°,計数時間 :0。 5秒

実験結果は第24表胎土性状表に示す。第24表右側にはX線回折試験に基づ く粘土鉱物及び造岩鉱物の組

織が示してあり、左側には、各胎土に対する分類を行った結果を示している。

X線回折試験結果に基づ く粘土鉱物及び造岩鉱物の各々に記載

される数字はチャー トの中に現れる各鉱物に特有のピークの強度

を記載したものである。

a.組成分類

(a)Mont― Mica一 Hb三角ダイアグラム

第56図 に示すように三角ダイアグラムを 1～ 13に分割し、位置

分類 を各胎土 について行い、各胎土の位置 を数字で表 した。

Mont,Mica,Hbの三成分の含まれない胎土は記載不能 として14

にいれ、別に検討 した。三角ダイアグラムはモンモ リロナイ ト

(Mont)、 雲母類 (Mica)、 角閃石 (Hb)の X線回折試験におけ

るチャー トのピーク強度をパーセント (%)で表示する。モンモ

リロナイ トはMont/MontttMica+Hb*100で パーセントとし

て求め、同様にMica,Hbも 計算し、三角ダイアグラムに記載す

る。三角ダイアグラム内の 1～ 4はMont,Mica,Hbの 3成分を

含み、各辺は 2成分、各頂点は 1成分よりなっていることを表し

ている。

(b)Mont一 ch,Mica― Hb菱形ダイアグラム

第57図 に示すように菱形ダイアグラムを 1～ 19に 区分し、位置

分類を数字で記載した。記載不能は20と して別に検討した。モン

モリロナイ ト(Mont)、 雲母類 (Mica)、 角閃石 (Hb)緑泥石 (Ch)

の内、 a)3成分以上含まれない、 b)Mont,chの 2成分が含ま

れない、 C)Mica,Hbの 2成分が含まれない、の 3例がある。

菱形ダイアグラムはMont一 Ch,Mica― Hbの組合わせを表示

するものである。Mont一 Ch,Mica一 Hbの それぞれのX線回折試

第56図 三角ダイヤグラム位置分類図

第57図 菱形ダイヤグラム位置分類図
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第 3節 遺構 と遺物の分析

験のチャー トの強度を各々の組合わせ毎に%で表すもので、例えば、Mont/Mont+Ch*100と 計算し、

Mica,Hb,Chも 各々同様に計算し、言己載する。

菱形ダイアグラム内にある 1～ 7も Mont,Mica,Hb,Chの 4成分を含み、各辺は Mont,Mica,

Hb,Chの うち 3成分、各頂点は 2成分を含んでいることを示す。

②化学分析

元素分析は日本電子製5300 L V型電子顕微鏡に2001型エネルギー分散型蛍光X線分析装置をセットし、

実験条件は加速電圧 :15kV,分析法 :ス プリント法,分析倍率 :200倍,分析有効時間 :100秒,分析指定

元素 :10元素で行った。

化学分析結果は酸化物 として、ノーマル法 (10元素全体で100%に なる)で計算し、化学分析表を作成し

た。化学分析表に基づいてSi02~A1203図 、Fe203~MgO図、K20~CaO図 の各図を作成した。これらの図

をもとに、土器類を元素の面から分類 した。

(3)結果

①土器のX線回折試験

a。 タイプ分類

第24表胎土性状表には松原遺跡の土器を記載してある。分析結果に基づいて第27表タイプ分類一覧表を

作成した。

第24表 に示すように土器胎土はA～ Jの 10タ イプに分類された。

Aタ イプ :Mont,Mica,Hbの 3成分を含み、Ch l成分に欠ける。

Bタ イプ :Hbl成分を含み、Mont,Mica,Chの 3成分に欠ける。

Cタ イプ :Mica,Hbの 2成分を含み、Mont,Chの 2成分に欠ける。

Dタ イプ :Mica,Hb,Chの 3成分を含み、Mont l成分に欠ける。

Eタ イプ :Mica,Hbの 2成分を含み、Mont,Chの 2成分に欠ける。組成的にはCタ イプと同じである

が、検出強度が異なる為に、タイプが異なる。

Fタ イプ :Mica,Chの 2成分を含み、Mont,Hbの 2成分に欠ける。

Gタ イプ :Mical成分を含み、Mont,Hb,Chの 3成分に欠ける。

Hタ イプ :Montl成分を含み、Mica,Hb,Chの 3成分に欠ける。

Iタ イプ :Mont,Mica,Hb,Chの 4成分に欠ける。主に、nA1203・ mSi02° l H20(ア ロフェン質ゲ

ル)で構成される。Mica l成分を含み、Mont,Hb,Chの 3成分に欠ける。

Jタ イプ :Ch l成分を含み、Mont,Mica,Hbの 3成分に欠ける。

最も多いタイプはCタ イプで17、 次いで、Eタ イプの16個、Iタ イプの 9個、Bと Gの両タイプはとも
.|こ

8個、 Jタ イプの 3個、A、 D、 F、 Hの各 1個 となる。

弥生後期の土器はCタ イプが主体で、Bタ イプとの 2タ イプである6弥生中期の土器はA～ Jの全タイ

プにわたり、多種である。

b.石英 (Qt)一 斜長石 (Pl)の相関について

土器胎土中に含まれる砂の粘土に対する混合比は粘土の材質、土器の焼成温度 と大きな関わりがある。

土器を製作する過程で、ある粘土にある量の砂を混合して素地土を作るということは個々の集団が持つ土

器製作上の固有の技術であると考えられる。

自然の状態における各地の砂は固有の石英と斜長石比を有している。この比は後背地の地質条件によっ

て各々異なってくるものであり、言い換えれば、各地の砂はおのおの固有の石英 と斜長石比を有 している

と言える。
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第 2章 自然科学分析

第58図 Qt― Pl図 に示すように I～Ⅳの 4グループと “その他 “に分類された6

1グループ :弥生後期の土器が集中する。

Hグループ :Qt(石英)と Pl(斜長石)の強度が低い領域で、弥生中期の土器が集中する。

Ⅲグループ :Qt(石英)の強度が高 く、Pl(斜長石)の強度が低い領域で、弥生中期の土器が集中す

る。

Ⅳグループ :Qt(石英)と Pl(斜長石)の強度が高い領域で、弥生中期の土器が集中する。

Tそ の他":松原-45は Qt(石英)の強度が高 く、松原-49は Pl(斜長石)の強度が高 く、異質である。

以上の結果から明らかなように、弥生中期の土器は 3グループに分かれ、弥生後期の土器は明 らかに異

なる。

②土器の化学分析

第25表化学分析表に示すように、松原遺跡の土器を化学分析した。分析結果に基づいて第59図 Si02~A12

03図、第60図Fe203~MgO図 、第61図K20~CaO図 を作成した。

ao Si02~A1203の相関について

第59図 Si02~A1203図 に示すように松原遺跡の土器はSi02の値の低い領域から I～Ⅳの 4グループと

“その他"に分かれる。第26表成分別分類表に示すようにαγεの 5タ イプに分かれる。

IグループにはSi02の値の低い領域で弥生中期の土器が集中する。このグループには新潟系、異系統、

横帯紋の土器が含まれる。

Ⅱグループには弥生中期の土器の大半が集中する。横羽状 と波状紋の土器が含まれる。

ⅢグループはSi02の値の高い領域で、弥生中期の土器が集中する。

Ⅳグループには弥生後期の土器が集中する。

“その他"は古墳前期の土器である。

bo Fe203~n/1goの相関について

第60図Fe203~MgO図 に示すように、Fe203の値が低い領域から I～Ⅲの 3グループと“その他"に分類

される。

IグループはFe203の値が低い領域で、弥生後期の土器 と弥生中期 (Si02の分類のタイプδ)の土器が集

中する。

Ⅱグループには弥生中期の上器が集中する。 (Si02の分類のタイプβ)

Ⅲグループには弥生中期の上器が集中する。 (Si02の分類のタイプα)

“その他"は古墳前期の土器 (Si02の分類のタイプε)。

Co K20~CaOの 相関について

第61図K20~CaO図 に示すように、 Iと Ⅱの 2グループと “その他"に分類される。

Iグループには弥生後期の土器が集中する。

Ⅱグループには弥生中期の上器が集中する。 (Si02の分類でタイプα～タイプδの 3タ イプ)

“その他"は松原-17(26、 38、 42、 50の弥生中期の土器 と古墳前期の土器である。

③ベンガラの化学分析結果

第25表化学分析表に示すように、松原遺跡の弥生土器に塗布されたベンガラを化学分析した。分析結果

に基づいて第62図Si02~A1203図 、第63図Fe203~MgO図 、第64図K20~CaO図 を作成した。

ベンガラの塗布層の厚さは電子顕微鏡による写真撮影で行った。ベンガラの塗布層の厚さはそのほとん

どが100～ 200μ m(0。 1～0.21mll)の ものが多い。
.

ao Si02~A1203の 相関について
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第 3節 遺構 と遺物の分析

第62図 Si02~A1203図 に示すように松原遺跡の弥生土器のベンガラはSi02の値の低い領域から I～Ⅲの

3グループに分れる。 Iグループには弥生後期の土器が集中し、ⅡとⅢグループには弥生中期の土器 と弥

生後期の土器が混在する。古墳前期の10は Ⅱグループに近い。

bo Fe203~MgOの 相関について

第63図Fe203~MgO図 に示すように、土器に塗布されたベンガラの濃度が非常によく現れている。Fe203

が10～20%の 領域にあってMgOの値が 7～15%と 高い領域 にある特殊な Iグループを形成する集団。

MgOの値が 5%以下の低い領域で、Fe203が 10～50%の領域にあるⅡ～Vの 4グループである。このⅡ

～Vの 4グループは非常に明瞭で、ⅡグループはFe203が 10～20%、 Ⅲグループは20～30%、 Ⅳグループは

35～40%、 Vグループは50%と 領域が限定される。Fe203の値が高 くなるにしたがってその領域は狭 くな

り、集中する傾向が認められる。

Co K20~CaOの 相関について

第64図K20~CaO図 に示すように、K20の値が低 く、Caoの値が高い領域に Iグループ、CaOの値が低い

領域にあって、K20の値が低い領域には弥生後期の土器が集中し、Ⅱグループを形成し、K20の値が高い領

域のⅢグループには弥生中期の土器が集中する。古墳前期の10は 2グループよりK20の値が高い領域にあ

って、異質である。

(4)ま とめ

①土器胎土はA～ Jの 10タ イプに分類され、最も多いタイプはCタ イプで、17個が該当し、次いで、Eタ

イプの16個、Iタ イプの 9個、Bと Gの両タイプはともに8個、Jタ イプの 3個、A,D,F,Hの 各 1個

となる。弥生後期の土器はCタ イプが主体で、Bタ イプとの2タ イプである。弥生中期の土器はA～ Jの全

タイプにわたり、多種である。

②X線回折試験に基づくQt一 Pl相関では、松原遺跡の弥生中期の土器は3タ イプに分類され、弥生後期の

土器は 1タ イプとで4タ イプに明瞭に分かれる。

③化学分析結果に基づく第26表成分別分類表に示すように弥生中期の土器はタイプα～タイプγの3タ イプ

に分かれ、弥生後期の土器はタイプδの 1タ イプで、これらは明瞭に成分で分かれる。古墳前期の土器はタ

イプεで明らかに異質である。

④新潟系、異系統、横帯紋の土器はSi02の分類のタイプαに属し、これら3個の土器は形式が異なるけれど

素地土は在地あるいは在地近傍であろう。

横羽状、波状紋の土器はSi02の分類のタイプβに属し、形式が異なるが素地土は在地あるいは在地近傍で

あろう。

⑤土器に塗布されたベンガラの分析では電子顕微鏡によればベンガラの塗布層の厚さは100～ 200μm(0.1

～0.21111)以下と薄い。ベンガラの主成分であるFe203が粘土に混入されている比率はMgOが 5%以下の領

域では明瞭に4タ イプに分れる。Fe203の 比率が高くなるにしたがって狭い領域に集中する傾向が認めら

れる。
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第 3節 遺構 と遺物の分析
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第 2章 自然科学分析

第25表 化学分析表

試料番号 Na20 A120 Si02 K20 Ca0 Ti02 LIn0 Fe g0;1 Ni0 Total

松 原 - 1 0.60 0.86 22.37 66.69 1.31 1.60 1.14 0.33 5。 10 0.00 100。 00、

松 原 - 2 1.81 0`86 23.87 62.88 1.26 1.85 0.98 0。 16 6.33 0.00 100.00

松原- 3 0.86 1.08 21。 75 63.86 1.48 l.58 0.95 0.04 8。 40 0.00 100.00

松 原 - 4 1,37 0.89 22.27 64.04 1,71 2.15 0,84 0,11 6.62 0,00 100。 00

松原- 5 1.25 0.91 23.57 61.89 1。 69 1.96 0。 93 0.43 7.30 0。 07 100。 00

松 原 - 6 0.68 0.79 20.61 64.59 1.28 1.35 0.75 0.69 9。 08 0.18 100.00

松原- 7 1.31 1.33 21.63 62.94 l.82 1.71 1.25 0.36 7.66 0.00 100.01

松原- 8 1:61 0。 71 21.21 61`85 2.11 1.52 0。 80 0.23 9口 69 0.26 99.99

松 原 - 9 1.08 0.98 23.04 61。 06 1.67 1.61 0。 88 0.55 8。 95 0.19 100。 01

松原-10 1.34 0,51 18。 44 70.13 2,01 1.51 0.67 0.14 5,19 0.05 99.99

松原-11 1.63 1.06 19.56 66。 14 2.14 1.56 0。 71 0.40 6.45 0.36 100.01

松原-12 1゛ 75 1.22 17.05 64.49 3.36 1,65 0,71 0,85 8.92 0。 00 100.00

松原-13 0。 96 0.78 19.67 67.80 2.12 1.19 0。 70 0。 00 6.58 0.20 100.00

松 原 -14 1.24 0.90 21.21 64.03 2.35 2。 01 0.44 0.39 7.43 0.00 100。 00

松原-15 0。 99 0.79 20。 73 67.27 2.74 1.41 0.31 0.17 5。 48 0。 12 100。 01

松原-16 1.29 1,04 18,79 67.05 2.25 1.84 0.73 0.57 6.44 0,00 100。 00

松原-17 1.33 0.39 18.77 58.45 2.91 3.94 0。 97 0.00 12.94 0。 31 100。 01

松原-18 1.60 0.85 19_27 58.00 3.72 1379 0.00 13,79 0.26 100.00,

松原-19 l.14 0。 79 19.87 57.90 3.58 1.45 0。 88 0.22 13.97 0.20 100。 00

松原-20 0.94 0.58 16.75 63.98 3.07 1゛ 78 1.86 0.00 10。 98 0.06 100,00

松原-21 1.45 0.44 18.35 57.65 3。 16 2.43 1.54 0.00 14.77 0.21 100。 00

松原-22 0。 86 1.06 18。 00 57.58 3.09 1.97 1.41 0.13 15.89 0.00 99.99

松原‐-23 0.85 1.00 18.37 59。 28 3.33 2.31 0。 00 13.82 0.15 100.00

松原-24 1.41 0.68 17。 47 62,17 3`36 2.36 0.90 0。 00 11.66 0,00 100.01

松原-25 1.35 0.56 19.62 59.78 3.32 3.20 0.72 0。 00 11.22 0.23 100.00

松原-26 1.54 0.30 18。 72 59.08 3.93 3.67 0.66 0.00 11,75 0,34 99.99

松原-27 1.23 0.43 17.90 63.39 3.51 1.72 0.74 0。 06 10.97 0.05 100.00

松原-28 1.19 0.67 17.39 57.66 2.83 2:55 25 0.30 16.04 0.11 99.99

松原-29 1.78 1.81 16.17 53.89 3.51 2.54 2.64 0。 09 17.53 0。 04 100。 00

松原-30 1.58 0。 47 17,95 62,00 2.99 2.87 0.81 0,00 11。 18 0.15 100。 00

松原-31 1.22 0.48 19.06 62.09 3.17 2.84 62 0.00 10.41 0.11 100。 00

松原-32 1.13 0。 93 62。 30 3.44 2.81 0.42 10.98 0。 00 100000

松原-33 0。 96 0.68 17.28 57.51 3.01 2.73 34 0.00 16.39 0.10 100。 00

松原-34 1.17 0,37 20゛ 21 63,34 2.86 2.51 0.38 0.00 9.15 0,00 99口 99

松原-35 0.94 0.53 16.90 60.10 3.45 2.22 0.23 14.58 0。 03 100。 00

松原-36 1.35 0.60 17.28 63.70 2.43 1.76 0.81 0.00 12.06 0。 00 99.99

松原-37 1.28 0.18 19.15 3.47 3.13 0。 00 10◆ 78 0。 00 99a99

松原-38 1.25 0,53 19.83 56.02 4.19 1.49 32 0.12 15,02 0.22 99。 99

松原-39 1.40 0.89 17.55 58。 18 2.72 2.26 24 0.00 15。 52 0.23 99。 99

松原-40 1。 33 1.92 16.70 56`35 2.50 1.37 32 0.00 18。 52 0.00 100。 01

松原-41 0.59 1.05 18。 91 55.22 2.18 1.74 20 0。 00 18.68 0.42 99。 99

松原-42 2.16 2.21 20゛ 95 52゛ 90 1.61 3.39 73 0.00 16.05 0。 00 100。 00

松 原 -43 1.82 0.60 17.69 60.56 3.33 2.67 0.77 0。 00 12.38 0.18 100。 00

松原-44 0.76 1。 19 17.56 51.42 3.17 1.45 3.66 0.00 20.67 0.13 100。 01

松原-45 0.96 0.90 17.30 56.77 3.56 2.10 34 0。 23 16.63 0。 21 100.00

松原-46 1.45 0.97 16,20 61.00 2.36 2.43 42 0。 11 14。 06 0。 00 100。 00

松原-47 1.66 0.83 61。 05 3.44 1.39 0.92 0。 00 12.57 0.00 100。 01

松原-48 1.11 0.55 16.56 64,57 3.15 0。 94 0,00 11。 44 0.01 100。 01

松原-49 1.68 0。 77 18.89 58.08 2.84 07 0.00 14.92 0.04 100.00

松原-50 1.24 0,07 16.61 64.92 5.15 2,33 0.70 0。 00 8,78 0.20 100.00

松原-51 1.35 0.87 17.54 60.09 2.60 2.31 27 0。 59 13.38 0。 00 100。 00

松原-52 1,19 1.39 19。 14 54゛ 73 2.39 2.51 0.89 0,00 17.76 0.00 100.00

松原-53 0.99 2.25 18.79 55。 74 2.59 0.93 0。 00 17.04 0″ 15 100。 01

松原-54 1口 02 0.33 17,31 58.54 3.40 2.11 0.47 14.97 0`46 100300

松原-55 1々 22 0.66 18.08 60。 13 2.79 66 0.22 14.05 0.00 99。 99

松原-56 1.38 0.84 17.84 56.73 3.12 0.04 17.38 0.16 99.99

松原-57 1.81 15。 84 56.13 3.24 2.97 49 0.13 17.03 0.07 100。 01

松原-58 1.38 18`96 54.52 3.07 2.83 0.04 16721 0.10 100。 00

松原-59 1.11 17.87 60.96 2.87 0.30 12.55 0.12 100。 02

松原-60 1.03 17.12 58.69 2,90 84 0.00 15.61 0。 20 100。 01

松 原 -61 0。 97 0。 70 18.66 54.21 2.97 0.57 19.34 0.10 100。 00

松原-62 1.36 0.83 15.70 64.54 2.82 2.14 0,11 10.45 0.29 100.00

松原-63 1.41 0.75 19.61 54.49 2。 70 23 1。 27 0.00 18。 07 0.46 99.99

松原-64 0.87 0.61 18.53 65.12 2.33 2.43 0.64 0。 00 9.47 0.00 100.00

松原-65 1.21 19ら 34 59.88 2.55 2.19 l.03 0。 00 12.60 0。 15 100.00

松原-66 1.93 0,27 20`19 39.56 2,56 3.94 1。 07 0.00 30.19 0。 30 100。 01

松原-67 0.50 0.01 3.58 6.75 0.98 02 0.00 0.00 87。 79 0.38 100。 01

松原- 1ベ ンガラ 0.89 03 19.61 61.74 1.26 2.40 1.13 0.11 11.42 0`42 100。 01

松原- 2ベ ンガラ 0″ 80 07 19。 61 58.55 1.30 1.66 1.15 0.28 15.58 0。 00 100.00

松原- 3ベ ンガラ 0.80 96 11`77 33.78 0.68 0,78 1.34 0.80 49.07 0,02 100。 00

松原- 4ベ ンガラ 0。 79 13.93 8.59 48.99 0.78 6.84 8664 0.53 10.89 0。 00 99。 98

松原- 5ベ ンガラ 1,77 7.69 10,78 40.41 0口 79 6.97 10。 96 0.60 19.81 0,22 100。 00

松原- 6ベ ンガラ 1.20 0.68 17.68 51.53 1.17 1.24 0。 75 1.36 24.38 0。 00 99。 99

松原- 7ベ ンガラ 0.84 0.92 11.66 43.85 1.26 1.31 1。 07 1.14 37.51 0.43 99.99

松原- 8ベ ンガラ 0。 88 0。 78 16″ 69 49.38 1.11 0.95 0。 83 1.13 27.90 0.35 100。 00

松原- 9ベ ンガラ 1.00 0,93 10,50 32761 0.68 1.33 0゛ 34 2.85 49.76 0。 00 100,00

松原-10ベ ンガラ 0.40 0。 70 13.76 53.68 2.50 1.58 1.26 0.66 25.27 0.19 100。 00

松原-11ベ ンガラ 3.65 3.21 18.73 48.70 1.29 1゛ 88 1.63 6.33 14.20 0.37 99.99

松原-12ベ ンガラ 0。 90 1499 14.02 39。 70 1.55 1.36 0.85 1403 38.43 0.17 100.00

松原-13ベ ンガラ 1。 09 9.65 11,92 50.61 0,76 2,99 5.50 0.55 16.72 0.20 99゛ 99

松原-14ベ ンガラ 0.76 1.18 17.45 47.65 1.73 1.63 0.67 0.94 27.99 0.00 100(00

松原-15ベ ンガラ 0.46 1゛ 80 14`43 50。 23 3。 06 1.57 0.86 0.56 26.84 0.18 99.99

松原-16ベ ンガラ 1.20 2.80 19。 01 58.87 1.76 2。 12 1.60 0.76 11.89 0。 00 100。 01
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第26表 成分別分類表

第 3節 遺構と遺物の分析

第27表 タイプ分類一覧表

試料L Si02 備考

松原-21 甕 弥生中期

松原-22 甕 弥生中期

松原-28 壺 弥生中期

松原-29 壺 弥生中期

松原-33 壺 弥生中期

松原-38 壺 弥生中期

松原-40 甕 弥生中期

松原-41 甕 弥生中期

松原-42 甕 弥生中期

松原-44 甕 弥生中期

松原-45 甕 弥生中期

松原-52 甕 弥生中期

松原-53 甕 弥生中期

松原-56 壺 弥生中期 異系統

松原-57 甕 弥生中期

松原-58 壺 弥生中期

松原-61 壺 弥生中期 外来系統

松原-63 甕 弥生中期

松原-12 無頸壺 弥生中期

松原-17 甕 弥生中期

松原-18 甕 弥生中期

松原-19 甕 弥生中期

松原-20 甕 弥生中期

松原-23 甕 弥生中期

松原-24 甕 弥生中期

松原-25 甕 弥生中期

松原-26 鉢 弥生中期

松原-27 壺 弥生中期

松原-30 壺 弥生中期

松原-31 壺 弥生中期

松原-32 壺 弥生中期

松原-35 壺 弥生中期

松原-36 甕 弥生中期

松原-37 甕 弥生中期

松原-39 壺 弥生中期

松原-43 甕 弥生中期

松原-46 甕 弥生中期

松原-47 甕 弥生中期

松原-48 義 弥生中期

松原-49 甕 弥生中期

松原-50 壺 弥生中期

松原-51 甕 弥生中期

松原-54 甕 弥生中期

松原-55 壺 弥生中期

松原-59 甕 弥生中期

松原-60 壺 弥生中期

松原-62 甕 弥生中期

松原-65 壺 弥生中期

松原-11 小形壺 弥生中期

松原… 13 鉢 弥生中期

松原-14 鉢 弥生中期

松原 -15 鉢 弥生中期

松原-16 高杯 弥生中期

松原-34 鉢 弥生中期

松原-64 壺 弥生中期

松原- 1 壺 弥生後期

松原- 2 壺 弥生後期

松原- 3 広口壺 弥生後期

松原- 4 広口壺 (台付) 弥生後期

松原- 5 高杯 弥生後期

松原- 6 高杯 弥生後期

松原- 7 鉢 弥生後期

松原- 8 甕 弥生後期

松原- 9 甕 弥生後期

松原 -10 二重口縁壺 古墳前期

淵 h タイプ分類 備考

松原-12 A 無頸壺 弥生中期

松原- 8 B 甕 弥生後期

松原- 9 B 甕 弥生後期

松原-10 B 二重口縁壺 古墳前期

松原-19 B 甕 弥生中期

松原-25 B 甕 弥生中期

松原-26 B 鉢 弥生中期

松原-36 B 甕 弥生中期

松原 -41 B 甕 弥生中期

松原- 1 C 壺 弥生後期

松原- 2 C 壺 弥生後期

松原- 3 C 広日壺 弥生後期

松原- 4 C 広口壺 (台付) 弥生後期

松原- 5 C 高杯 弥生後期

松原- 6 C 高杯 弥生後期

松原- 7 C 鉢 弥生後期

松原-17 C 甕 弥生中期

松原-18 C 甕 弥生中期

松原-22 C 甕 弥生中期

松原-24 C 寝 弥生中期

松原 -30 C 壺 弥生中期

松原-35 C 壺 弥生中期

松原-47 C 甕 弥生中期

松原-48 C 甕 弥生中期

松原-54 C 甕 弥生中期

松原-65 C 壺 弥生中期

松原-64 D 壺 弥生中期

松原-11 E 小形壺 弥生中期

松原-14 E 鉢 弥生中期

松原-16 E 高杯 弥生中期

松原-21 E 甕 弥生中期

松原-27 E 壺 弥生中期

松原-28 E 壺 弥生中期

松原-31 E 壺 弥生中期

松原-32 E 壺 弥生中期

松原-33 E 壺 弥生中期

松原-34 E 体 弥生中期

松原-43 E 甕 弥生中期

松原-46 E 甕 弥生中期

松原-51 E 甕 弥生中期

松原-59 E 甕 弥生中期

松原-60 E 壺 弥生中期

松原-62 E 甕 弥生中期

松原-53 F 甕 弥生中期

松原-20 G 甕 弥生中期

松原-37 G 甕 弥生中期

松原-38 G 壺 弥生中期

松原-39 G 壺 弥生中期

松原-40 G 甕 弥生中期

松原-44 G 甕 弥生中期

松原-45 G 甕 弥生中期

松原-49 G 甕 弥生中期

松原-13 H 鉢 弥生中期

松原-15 鉢 弥生中期

松原-29 壺 弥生中期

松原-50 壺 弥生中期

松原-55 壺 弥生中期

松原-56 壺 弥生中期 異系統

松原-57 甕 弥生中期ヽ

松原-58 壺 弥生中期

松原-61 壺 弥生中期 外来系統

松原-63 甕 弥生中期

松原-23 甕 弥生中期

松原-42 甕 弥生中期

松原-52 甕 弥生中期
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第 3節 遺構 と遺物の分析
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